
プレス発表資料１ 
  

平成２９年１２月６日 
 

「うつくしまふくしま未来支援センター 仙台シンポジウム」開催 

 
 開催目的 

東日本大震災発生から７年。福島の被災地において残存する資料や記録の保

全と活用に取り組むさまざまな活動を紹介し、将来の大規模災害にいかに備え、

活かしていくべきかについて議論します。 

 

 

日 時：平成３０年２月２４日（土）１３：００～１７：３０ 

 

会 場：東北大学 片平さくらホール 

    （仙台市青葉区片平２－１－１ 東北大学片平キャンパス内） 

 

テーマ：「ほんとの空が戻る日まで 

～震災の記録と教訓を残し、未来に活かす～」 

 

【プログラム】 

Ⅰ 部  基調講演 

 「災害記録を未来に活かす ―古代ポンペイの調査を通じて―」 

       青柳 正規 氏  東京大学名誉教授（前 文化庁長官） 

Ⅱ 部  福島の現状報告 

       ① 福島の現状と課題 

       ② 避難所運営シミュレーション教材による取組み 

       ③ 『社会力』の向上を目指した防災教育 

       ④ 震災関連資料の収集と保存 

Ⅲ 部  パネルディスカッション 

     「震災の記録と教訓を残し、未来に活かす」  

 

○ 参加対象者 一般市民、大学関係者、学生、行政職員 他 

○ 主催    国立大学法人福島大学、福島大学うつくしまふくしま未来支援センター 

  共催    国立大学法人東北大学 

  後援(予定) 文部科学省、復興庁、福島県、宮城県教育委員会、仙台市 他 

 

（お問い合わせ先） 
うつくしまふくしま未来支援センター事務室 
電話：024-504-2865 

  E-mail:fure@adb.fukushima-u.ac.jp 
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